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文化としてのスポーツの意義～国際的なスポーツ大会などが果たす文化的な意義や役割～
【ねらい】
この学習では、皆さんが、オリンピック競技大会やパラリンピック競技大会などの国際的なスポーツ大会が、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしていることを理解し、改めて、国際的なスポーツ大会の意義や役割について考えることをねらいとしています。
【学習のすすめ方】
まずは、何も見ずに、解説を読みながら、自力で問題に取り組んでみよう。
そして、問題３が終わり、解説２まで読み終わったら、教科書や副読本、参考資料、辞書、ウェブサイト等を見て確認し、間違ったところを赤で修正したり、さらに良い解答にするために赤で書き加えたりしてみよう。（解答に自信があっても、教科書と参考資料は必ず読んで確認し、解答をレベルアップさせよう。）
その後に、学習したことについて、振り返ってみよう。

問題１　オリンピックに係る次の文章を読み、（　　　）に当てはまる語句（人名・国名や数字を含む）を記入し、文を完成させてください。
＜「近代オリンピック」誕生の瞬間＞
1894年６月、パリの万国博覧会に際して開かれたスポーツ競技者連合の会議で、 （１　　　　　　）は、オリンピック復興計画を議題に挙げました。すると満場一致で可決。第1回大会は、（２　　　　　　）年、古代オリンピックの故郷オリンピアのある（３　　　　　　）で開催することも採択されました。
＜オリンピズム 〜オリンピックのあるべき姿＞
「（４　　　　　　）を通して心身を向上させ、さらには文化・国籍など様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレイの精神をもって理解し合うことで、（５　　　　　　）でよりよい世界の実現に貢献する」という、（１　　　　　　）が提唱したオリンピックのあるべき姿（オリンピズム）は、各国が覇権を争う帝国主義の時代にあって、実に画期的なものでした。

問題２　これまでにパラリンピック競技大会（冬季競技大会を含む）の行われた日本の都市を２つあげてください。
	

	



	解説１　東京2020オリンピック競技大会の後には、東京2020パラリンピック競技大会の開催が予定されています（どちらも2021年に延期）。
　　　　パラリンピックとは、障がいのあるトップアスリートが出場できる世界最高峰の国際競技大会です。夏季大会と冬季大会があり、それぞれオリンピックの開催年に、原則としてオリンピックと同じ都市・同じ会場で行われます。
　　　　また、様々な障がいのあるアスリートたちが創意工夫を凝らして限界に挑むパラリンピックは、多様性を認め、誰もが個性や能力を発揮し活躍できる公正な機会が与えられている場です。すなわち、共生社会を具現化するための重要なヒントが詰まっている大会です。また、社会の中にあるバリアを減らしていくことの必要性や、発想の転換が必要であることにも気づかせてくれます。
（日本パラリンピック委員会　https://www.jsad.or.jp/paralympic/what/index.html　2020年４月情報取得）



問題３　昨年度は、ラグビーワールドカップが、神奈川県横浜市の日産スタジアム等で開催され、日本が、ラグビーで大変盛り上がりました。さて、昨年度のラグビーワールドカップ開催の効果には、どのようなものがあったか、考えて書いてください。





	解説２　スポーツの国際大会等は、人気があり、競技場で応援したくてもチケットが手に入らないことがありますね。そのようなときは、他の競技の行われていない競技場の大型スクリーンで、多くの人と一緒に観戦すること（パブリックビューイング）も選択肢になりますね。満員で、パブリックビューイングの会場に入れないこともありますが・・・。



































ここで、教科書や副読本、参考資料、辞書、ウェブサイト等を見て確認し、間違ったところを赤で修正したり、さらに良い解答にするために赤で書き加えたりしてみよう。（解答に自信があっても、教科書と参考資料は必ず読んで確認し、解答をレベルアップさせよう）。


学習の振り返り（何を見てもかまいません）

振り返り１　2021年に東京で、オリンピック・パラリンピック競技大会が行われる際、あなたは、どのように楽しもうと思いますか？考えて書いてください。





振り返り２　この学習でわかったことを書いてください。





振り返り３　この学習で、考えたことや疑問に思ったこと、もっと調べてみたいと思ったことを書いてください。
























この参考資料は、問題３まで終わり、解説２まで読み終わってから、見てください。

＜参考資料＞

解答

問題１　オリンピックに係る次の文章を読み、（　　　）に当てはまる語句（人名・国名や数字を含む）を答えてください。
＜「近代オリンピック」誕生の瞬間＞
1894年６月、パリの万国博覧会に際して開かれたスポーツ競技者連合の会議で、 （１　クーベルタン）は、オリンピック復興計画を議題に挙げました。すると満場一致で可決。第1回大会は、（２　1896）年、古代オリンピックの故郷オリンピアのある（３　ギリシャ）で開催することも採択されました。
＜オリンピズム 〜オリンピックのあるべき姿＞
[bookmark: _GoBack]「（４　スポーツ）を通して心身を向上させ、さらには文化・国籍など様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレイの精神をもって理解し合うことで、（５　平和）でよりよい世界の実現に貢献する」という、（１　クーベルタン）が提唱したオリンピックのあるべき姿（オリンピズム）は、各国が覇権を争う帝国主義の時代にあって、実に画期的なものでした。　　（JOCクーベルタンとオリンピズム　https://www.joc.or.jp/olympism/coubertin/　2020年４月情報取得）
　
問題１（５）について（参考）
オリンピックは、平和の祭典ともいわれていますが、皆さんは、「オリンピック休戦」という言葉を知っていますか？
＜古代オリンピック＞
古代オリンピックはゼウス神（ギリシャ神話の最高神　デジタル大辞泉＜小学館＞）を祭る聖なる祭典であったため、血を流すことは　禁じられていました。そこで、祭典期間の五日間を含め前後３か月間を休戦期間とし、「エケケイリア（聖なる休戦）」と呼びました。この３か月間は武器を持ってオリンピア（古代オリンピック発祥の地　デジタル大辞泉＜小学館＞）のあるエリス（ギリシャ南部、ペロポネソス半島北西部の地方名および同地方の中心であった古代都市名　日本大百科全書＜ニッポニカ＞）に入ることはもちろん、争い事なども禁止されました。
＜近代オリンピック＞
ＩＯＣ（国際オリンピック委員会）は、1994（平成６）年第17回リレハンメル冬季大会の前年にオリンピック休戦（エケケイリア）を国連に訴えました。この精神は、国連の方針と合致することから、国連はこれを支持することを決議しました。それ以来、国連ではオリンピックが開催されるごとに、大会の前年にオリンピック休戦決議を採択し、関係機関の協力を得て、オリンピック休戦を推進しています。
（オリンピック・パラリンピック学習読本高等学校編
　https://education.tokyo2020.org/jp/teach/texts/book/#high　2020年４月情報取得）

問題２　これまでにパラリンピック競技大会（冬季競技大会を含む）の行われた日本の都市を２つあげてください。
	東京
	長野


※　パラリンピック冬季競技大会は、1976年から行われています。札幌オリンピックは、1972年開催。

解答例

問題３　昨年度は、ラグビーワールドカップが、神奈川県横浜市の日産スタジアム等で開催され、日本が、ラグビーで大変盛り上がりました。さて、昨年度のラグビーワールドカップ開催の効果には、どのようなものがあったか、考えて書いてください。

　　　解答例
・ラグビーを身近なスポーツと感じられるようになり、ラグビーの人気が高まった。
　　　・日本戦を一緒に応援した仲間との親睦が深まった。
・外国人旅行者が増えるなど、経済効果が大きかった。



